
環境問題

　
沖
縄
県
は
、全
国
で
も
極
め
て
高
い
自

動
車
依
存
社
会
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、交

通
手
段
別
の
分
担
率
で
は
路
線
バ
ス
の
割

合
は
わ
ず
か
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。バ

ス
利
用
者
数
は
、二
十
年
前
の
約
四
割
に

落
ち
込
ん
で
い
て
、こ
の
ま
ま
車
社
会
化

が
進
ん
で
い
く
と
、バ
ス
路
線
の
維
持
が

よ
り
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
県
民
の
中
に
は
、「
バ
ス
は
必
要
な

い
！
」「
自
動
車
で
十
分
！
」と
の
意
見
も

あ
り
ま
す
が
、高
齢
者
の
移
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
、環
境
負
荷
の
軽
減
、県
民
の

健
康
増
進
、渋
滞
緩
和
な
ど
か
ら
、バ
ス
の

活
性
化
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ま
た
、車
社
会
化
に
よ
る
渋
滞
に
よ

り
、バ
ス
の
定
時
性
悪
化
が
、ま
す
ま
す
バ

ス
離
れ
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
ま
す
。公
共
施
設
や
大
規
模
商
業
施
設

な
ど
が
郊
外
へ
展
開
し
、中
心
市
街
地
で

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
が
増
え
る
と
い
う
問

題
も
起
き
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
の
活
性
化
は
、高
齢
者
の
安
全
安

心
、環
境
問
題
、健
康
増
進
、渋
滞
緩
和
に

加
え
て
、ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
く
課
題
で
す
。

　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。高
齢
者
が
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル

を
利
用
し
、移
動
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

三
分
の
一
以
上
が
自
動
車
利
用
に
起
因
し
て

い
ま
す
。一
時
間
自
動
車
を
使
う
だ
け
で
、一

人
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
二
倍
以
上
に
な

る
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。自
動
車
の
使

用
を
控
え
る
こ
と
が
県
民
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
行
動
の
中
で
最
も
効
果
的
で
す
。

　
自
動
車
で
通
勤
し
て
い
る
約
九
十
％
の

方
々
が
一
人
乗
り
で
す
。こ
れ
を
、バ
ス
利
用

に
変
え
る
と
、必
要
な
道
路
面
積
が
十
分
の
一

か
ら
十
五
分
の
一
で
す
み
ま
す
。

　
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

渋
滞
の
緩
和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
健
康
の
た
め
に
も
、自
動
車
利
用
を
控
え
、

バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
と
い
っ
た
公
共
交
通
を

利
用
し
、バ
ス
停
や
駅
ま
で
歩
く
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
九
月
二
十
日
は「
バ
ス
の
日
」で
す
。沖
縄
県

バ
ス
協
会
で
は
、バ
ス
の
日
に
ち
な
ん
だ
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
、九
月
十
九
、

二
十
日
の
二
日
間
に
本
島
路
線
バ
ス
が
利
用

で
き
る「
バ
ス
の
日
記
念
フ
リ
ー
乗
車
券
」を

販
売
し
ま
す
。

　
ま
た
、日
曜
・
祝
日
は
、中
学
生
以
上
の
大
人

一
人
で
、小
学
生
以
下
の
子
供（
三
人
ま
で
）の

運
賃
が
無
料
と
な
る「
日
祝
フ
ァ
ミ
リ
ー
割

引
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。利
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。あ
な
た
の
行
動
が
渋
滞

緩
和
に
貢
献
し
ま
す
。

　
沖
縄
バ
ス
で
は
、高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用

促
進
の
た
め
、一
部
の
路
線
に
お
い
て
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
那
覇
バ
ス
・
琉
球
バ
ス
交
通
で
は
、パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
を
使
っ
て
、バ
ス
の
位
置
情
報

を
利
用
者
に
提
供
す
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
の
衰
退
は
、自
動
車
利
用
者
の
増

大
や
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
な

ど「
負
の
連
鎖
」に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
、公
共
交
通
に
対
す
る
総
合
施
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
公
共

交
通
や
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
で
、自
動
車
か
ら
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

へ
の
転
換
を
図
り
、「
正
の
連
鎖
」を
構
築
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
で
は
、「
沖
縄
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
」を
踏
ま
え
、沖
縄
本
島
内
の
均
衡
あ
る
発
展

の
た
め
、軌
道
系
を
含
む
新
た
な
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

【
安
心
安
全
】

【
環
境
問
題
】

【
健
康
増
進
】

【
渋
滞
緩
和
】

県民の一人ひとりが、自家用自動車からバスへ転換することによりＣＯ２排出量を
削減し、沖縄の豊かな自然を守り『低炭素社会の実現』に寄与します。

QRコード

那覇バス

琉球バス交通

QRコード

〜バスでエコ〜〜バスでエコ〜

公共交通を
利用しよう！！
公共交通を
利用しよう！！

パーク＆バスライド

　｢パーク&バスライド｣とは、郊外から都心部へ行くとき、自宅から郊外部
のバス停まで車で行き、バス停の近くに車を停めてそこから都心部までは
バスで向かう、という移動方法です（図）。
　南部国道事務所が、国道58号牧港陸橋下（A&W牧港店向かい）に駐車
場を用意しています。本島中北部方面から那覇市内まで車通勤されている
方、ぜひご利用ください！

自宅
職場や
目的地へ

　那覇市では、今年も9月16日から22日ま
で、モビリティウィーク＆カーフリーデーが
実施されます。モビリティウィーク＆カーフ
リーデーとは一人ひとりが車の使い方を見
直し、交通の面から都市の環境問題を考える
きっかけを作り、車中心の都市から、人中心
の都市へ、中心市街地に人のにぎわいを取り
戻そうという世界共通のイベントです。

P＆BR宇地泊駐車場▶ バスレーンでスイスイ

　
県
内
唯
一
の
軌
道
系
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
ゆ
い
レ
ー
ル
の
利
用
客
数
が
今
年
の
七
月

十
五
日
に
九
千
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
来
年
五
月
に
は
、一
億
人
を
突
破
す
る
見
通

し
で
す
。

公共交通の
衰退の連鎖

拡散型
都市構造への
連鎖

自動車
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公共交通
利用者の減少

公共交通の
サービス水準
の低下

人口の
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収益の悪化

公共交通の
活性化の連鎖
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連鎖

公共交通の
収益の改善 公共交通
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自動車
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▶県民の意識改革県民の意識改革

CO2

「公共交通活性化に関する調査」報告書より

バ
ス
事
業
者
の

利
用
促
進
へ
の
取
り
組
み

こ
れ
か
ら
は
・・・

公
共
交
通
を
利
用
し
よ
う
!

ゆ
い
レ
ー
ル
の
利
用
客
数

将
来
の
公
共
交
通
の

あ
る
べ
き
姿

県交通政策課  TEL：098-866-2045  FAX：098-866-2448お問い合わせ

公
共
交
通
活
性
化
の

必
要
性

活
性
化
の
た
め
の

四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

平成23年3月18日～20日開催！

沖縄国際アジア音楽祭
ミュ－ジックス 平成23年3月18日～20日開催！
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2010なはモビリティウィーク＆カーフリーデー


